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「対日講和条約の際、沖縄は日本の一部として残るよう
配慮方をワシントン政府に進言してもらいたい。これに
は理論も理屈もありません。沖縄人は日本人ですから子
が親の家に帰りたがるが如く、人間自然の感情からです。
なにとそご同情賜りたい。」

�
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「君の復帰陳情書は読んだが、ここは戦闘部隊だ。政治上
の陳情は東京のマッカーサー司令部にて提出すべきで東京
に行くがよい。」

.486S
-

「沖縄は固有の日本領土であり、住民も日本人であり、言
語、習慣、信仰など全て日本本土と同一である。これまで
幾多の困難に際し、沖縄県民は、本土同胞と相協力してき
たのである。今後とも苦楽を共にするのが人情自然であり、
沖縄県民の希望である。沖縄は日本以外、かつて一度も他
国の支配を受けたことが無い、この伝統精神と全沖縄人の
希望を尊重され、沖縄が元通り日本の一県として残るよう
特別のご配慮を賜りたい。」
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ᴷᴷᴷ ؼ෮ࠃര͕౤Լ͞ΕΔೋ೔લͷত࿨ೋे೥ീ݄࢛೔ɺૣ͘΋ɺԭೄ૆ݪʹౡ޿
Λถྩ࢘܉෦௠৘ͨͦ͠͏Ͱ͕͢ɺͲ͏ͯͦ͠Μͳʹૣ͔͘ΒߦಈΛ࢝ΊͨͷͰ͔͢ɻ

仲吉 ΋͏ɺ೔ຊͷઓ૪΋ऴΔͩΖ͏ɻͦ͏͢Δͱɺฏ࿨ձ͕͍ٞͣΕ։͔ΕΔ͸ͣͩ
͔ΒɺͦͷࡍɺԭೄΛ೔ຊʹฦ͢Α͏ʹɺ૯࢘ྩ͔׭Βϫγϯτϯ੓෎ʹͯ͠ࡦݙཉ͠
͍ͱͨͬݴΘ͚Ͱ͢ɻ
ᴷᴷᴷ ͔͠͠ɺͦͷ౰࣌͸ɺऴઓલถ܉઎ྖԼͷҰൠਓऩ༰ॴ಺ͱ͍͏͜ͱͰ͕͢ɺ
Կ͔͖͔͚͕ͬ
͋ͬͨͷͰ͔͢ɻ

仲吉 ͦΕ͸ͶɺΞϝϦΧ͕܉౤͛ͯغΔ৽ฉࢽࡶΛर͍ಡΈ͍ͯ͠Δ͏ͪʹত࿨े࿡
೥ʹൃද͞Εͨେ੢༸ݑষͰɺถӳ྆ࠃ͸৽͍͠ྖ౔ΛٻΊͳ͍ɻ͔ͩΒɺؔࠃ܎ຽͷ
ࣗ༝ʹද໌ͤΔر๬ͱҰகͤ͟Δྖ౔มߋͷߦΘΔΔ͜ͱΛཉͤͣͱɺᨳ͍ͬͯΔͷΛ
๬ද໌Λ͠Α͏͡Όͳ͍͔ͱɻر΋ͷͰ͔͢ΒɺͦΕͳΒ͹ɺΘΕΘΕԭೄਓ΋͚ͨͭݟ
ԭೄ͸ɺԭೄਓ͸೔ຊࠃຽ͔ͩΒɺຊ౔ͷ೔ຊʹؼΔͷ͕ɺࣗવͰ͋Δɻͻͱͭɺͦͷɺ
૯࢘ྩ׭΋Ͷɺϫγϯτϯ੓෎ʹѺટΛͯ͘͠ΕͱͨͬݴΜͰ͢ɻ

ᴷᴷᴷ Ͱ΋஥٢͞Μɺԭೄ͔Βϫγϯτϯ·Ͱͷ௠৘ΛɺͲ͏͍͏ํ๏Ͱͳͬͨ͞Μ
Ͱ͔͢ɻ

仲吉 Θ͕ͨ͘͠௠৘ॻΛॻ͖·ͯ͠ͶɺϋϫΠੜ·Εͷ೔ܥถ܉ਓʹ຋༁ͯ͠΋Βͬ
ͯɺͦΕΛ࣋ͬͯɺೋཬ΄Ͳา͍ͯɺඦ໊ͷถ܉றཹॴ΁ಧ͚ɺੴ઒ʹ͋Δԭೄถ܉૯
࢘ྩ෦ʹ౉ΔΑ͏པΜͩΜͰ͢ɻ

ᴷᴷᴷ ͦͷ௠৘ॻ͸ɺϫγϯτϯ΁ಧ͍ͨͷͰ͠ΐ͏͔ɻ

仲吉 ͸͍ɻ૯࢘ྩ׭͸ɺͦΕΛऴઓ௚ޙԭೄਓͰ૊৫ͨ͠ࢾᨑҕһձʹఏग़ͨ͠ͱ͜
Ζɺԭೄਓଟ਺ͷҙݟʹඇͣͱ͍͏౴ਃ͕ͩͬͨɺ௠৘ॻ͸ɺϫγϯτϯ੓෎ʹૹͬͨ
ͱɺஸೡʹ௨஌ͯ͘͠Ε·ͨ͠Αɻ

ᴷᴷᴷ ͦͷޙɺटཬͷࢢ௕ͱͯ͠ɺटཬࢢͷݐ࠶ʹ౒ྗͳͬͨͦ͞͏Ͱ͢ɻࡐ໦Λ୔
༂͕͋ͬͨΘ͚ͳΜͰ͕͢ɺ׆௕ͱͯ͠ͷ͝ࢢͳͬͨΓɺʹͯݐ΋ΒͬͯདྷͯɺՈΛ͓ࢁ
͍Α͍Αত࿨ೋेҰ೥ͷࣣ݄ɺ্ژΛܾҙ͞ΕΔʹͨͬࢸͷ͸Ͳ͏͍͏ཧ༝͔ΒͰ͔͢ɻ

仲吉 ͦΕ͸ͶɺΞϝϦΧ܉ͷক͕ߍɺͪ͜Β͸ઓಆ෦ୂ͔ͩΒɺ੓࣏ɺ֎ަͷ໰୊͸ɺ
౦ͯͬߦʹژɺϚοΧʔαʔ࢘ྩ෦ͳΓɺ೔ຊ੓෎ʹૌ͑Δͷ͕ຊ͏͍ͯͬͩے΋Μͩ
͔ΒɺͳΔ΄ͲͱͦͯͬࢥΕͰ౦ژ΁͘͜ߦͱʹͨ͠ΜͰ͢ɻͦΕ͔Βɺԭೄ෮ؼӡಈ
ऀͱ͍͏͜ͱͰɺࢾᨑҕһձ͔ΒݏΘΕͯɺटཬࢢ௕Λ᰼ʹͳͬͨͷ΋ͻͱͭͷཧ༝Ͱ
͕͢ʜʜɻ

仲吉良光「沖縄復帰25年の叫び」（東京12チェンネル）
	ত࿨��೥�݄��೔์ૹ
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「対日講和条約の際、沖縄は日本の一部
として残るよう配慮方をワシントン政府
に進言してもらいたい。これには理論も
理屈もありません。沖縄人は日本人です
から子が親の家に帰りたがるが如く、人
間自然の感情からです。なにとそご同情
賜りたい。」
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、

衣
類
及
び
住
宅
新
築
の
材
木
な
ど
の
配
給
が
あ
り
、
こ
の
人
道
的
施
設
に
沖
縄
住
民
は
、
米
軍
政
府
、
米
国
民
に
対

し
、
深
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
住
民
の
多
数
は
、
各
自
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
た
る
町
や
村
に
帰
り
、
住
宅
建
築
、
田

畑
の
耕
作
に
専
心
、
戦
苦
も
忘
れ
平
安
な
生
活
に
帰
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
か
く
、
米
軍
政
府
の
好
意
に
感
激
し
つ
つ

あ
る
も
、
日
本
本
土
同
胞
と
血
の
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
戦
前
同
様
、
日
本
政
府
行
政
下
に
帰
り
た
い
一
念
に

燃
え
て
居
り
ま
す
。
血
は
水
よ
り
も
濃
し
と
い
わ
れ
る
如
く
、
沖
縄
全
住
民
は
、
日
本
民
族
た
る
自
覚
強
烈
、
い
か

な
る
境
遇
に
陥
る
も
、
本
土
同
胞
と
運
命
を
共
に
し
た
い
と
の
念
願
が
支
配
的
で
あ
り
ま
す
。

欧
米
の
一
部
に
は
、
日
本
国
民
は
沖
縄
人
民
を
貧
乏
な
従
兄
弟
と
軽
視
し
、
冷
遇
し
た
と
論
ず
る
者
も
居
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
膠
想
で
、
日
本
政
府
及
び
日
本
人
が
沖
縄
人
を
差
別
待
遇
し
た
事
実
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
人

民
は
、
常
に
本
土
各
府
県
民
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
明
治
政
府
施
政
下
に
置
か
れ
て
か
ら

七
十
年
間
、
沖
縄
は
日
本
の
一
地
方
と
し
て
開
発
さ
れ
、
現
在
の
沖
縄
民
衆
ま
た
矢
張
、
日
本
国
家
構
成
分
子
と
し

て
の
存
続
を
切
望
し
て
居
り
ま
す
。
人
情
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
欧
米
の
或
る
方
面
で
は
、
沖
縄
も

台
湾
、
満
州
の
支
那
大
陸
と
の
関
係
の
如
く
浅
か
ら
ぬ
間
柄
と
の
論
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
体
質
的

に
根
本
の
相
違
が
あ
り
ま
す
。

事
実
、
琉
球
王
国
と
し
て
、
支
那
と
は
明
治
初
年
ま
で
、
実
に
五
百
年
の
長
い
間
親
善
関
係
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
人
民
の
主
食
た
る
い
も
、
唯
一
の
換
金
作
物
た
る
砂
糖
も
す
べ
て
支
那
か
ら
輸
入
し
、
広
ま
っ
た
。
も
の
で
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
嘗
つ
て
は
沖
縄
人
は
命
の
親
た
る
支
那
と
の
関
係
を
永
続
し
た
い
と
希
望
し
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。

だ
が
、
支
那
政
府
と
し
て
直
接
沖
縄
の
政
治
行
政
に
タ
ッ
チ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
那
と
の
政
治
的
重
大

な
関
係
は
冊
封
で
あ
り
ま
す
。

琉
球
王
の
変
る
毎
に
、
王
冠
を
授
与
す
る
た
め
、
歴
代
の
支
那
皇
帝
は
特
使
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
冊
対
と

申
し
、
沖
縄
で
は
新
国
王
の
治
世
を
飾
る
重
大
な
儀
式
で
あ
る
た
め
、
国
を
傾
け
て
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
し
、
支

那
と
の
政
治
関
係
も
こ
の
一
点
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
も
四
十
年
乃
至
五
十
年
に
一
度
の
行
事
で
あ
り
ま
す
。
沖
縄
は

土
地
資
源
に
乏
し
い
国
で
あ
り
ま
す
が
、
沖
縄
人
は
嘗
っ
て
一
度
も
支
那
の
保
国
た
ら
ん
と
意
図
し
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
た
す
ら
貿
易
、
文
化
を
通
じ
て
の
友
好
関
係
持
続
を
念
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

三
百
年
前
の
薩
摩
入
り
以
後
、
沖
縄
は
支
那
、
日
本
両
属
の
姿
を
呈
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
薩
摩
の
征

服
よ
り
数
百
年
前
、
日
本
人
は
沖
縄
に
自
由
に
渡
来
し
て
居
り
主
す
。
そ
の
間
、
最
も
著
明
な
る
は
、
武
人
源
為
朝

で
あ
り
ま
す
。
為
朝
の
長
男
舜
天
が
衆
に
推
さ
れ
て
国
王
と
な
り
ま
す
。
歴
史
上
、
最
初
の
琉
球
国
王
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
頃
、
日
本
の
僧
侶
も
渡
来
し
、
仏
教
を
布
教
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
如
く
、
日
本
本
土
と
沖
縄

と
の
往
来
頻
繁
、
同
一
国
土
で
あ
り
ま
す
。
倭
寇
と
い
う
海
賊
が
本
土
沖
縄
の
海
上
に
横
行
し
、
沖
縄
船
も
屡
々
襲

撃
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
難
を
避
け
て
、
専
ら
支
那
及
び
南
洋
各
地
へ
舵
を
向
け
、
本
土
と
の
通
融
を
絶
つ
に
至
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
沖
縄
人
は
日
本
人
種
で
あ
り
、
言
語
、
風
俗
習
慣
、
信
仰
も
同
一
で
あ
り
ま
す
故
、
間
も
な
く
元

の
関
係
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

豊
臣
秀
吉
氏
が
朝
鮮
征
伐
を
企
図
す
る
や
、
薩
摩
藩
を
介
し
、
沖
縄
に
出
兵
し
ま
し
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
そ
の

時
代
の
日
本
本
土
人
が
沖
縄
を
同
胞
扱
い
し
た
の
が
明
ら
か
で
あ
り
主
す
。

今
か
ら
三
百
年
前
の
沖
縄
の
歴
史
家
で
、
政
治
家
た
る
羽
地
朝
秀
氏
は
、
言
語
の
同
一
の
点
か
ら
同
祖
論
を
唱
導
、

今
日
の
沖
縄
人
も
こ
れ
を
信
奉
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
琉
球
王
尚
泰
も
、
領
土
を
奉
還
、
そ
の
感
化
で
明
治
王
政
維
新
な
る
や
、
日
本
政
府
の
勧
告
に
応
じ
、
王

位
を
、
東
京
に
居
を
移
し
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
子
が
父
の
家
に
帰
る
如
く
、
極
め
て
自
然
に
行
わ
れ
、
武
力
行
為
な
ど
で
の
変
革
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明

治
以
来
、
沖
縄
の
教
育
は
異
常
な
進
歩
で
全
県
に
普
及
、
各
種
産
業
も
ま
た
振
興
、
定
期
船
に
よ
り
本
土
と
の
往
来

も
頻
繁
と
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
人
民
は
政
治
、
行
政
そ
の
他
の
権
利
と
も
、
本
土
同
胞
と
全
く
平
等
で
、
み
じ
ん
差

別
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
点
で
沖
縄
が
日
本
の
一
部
た
る
確
た
る
証
拠
で
、
豪
も
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
事
実
か
ら
、
現
在
の
沖
縄
人
民
が
祖
国
日
本
に
復
帰
し
た
い
と
の
熱
望
は
自
然
で
、
深
く
人
間
性
に
基
づ
く

も
の
で
、
他
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
理
上
か
ら
も
、
沖
縄
人
の
経
済
生
活
を
支
え
る
の
も
、
日
本
本
土
と
の
密
接
な
関
係
が
必
要
で
あ
り
、
戦
前
の

如
く
、
日
本
施
政
下
に
帰
る
の
が
沖
縄
人
民
は
幸
福
と
感
じ
て
居
り
、
自
由
で
人
間
ら
し
い
生
活
を
取
り
も
ど
し
た

い
の
が
、
復
帰
の
基
調
で
あ
り
ま
す
。

貴
国
、
大
な
る
米
合
衆
国
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
樹
立
と
、
全
世
界
人
民
に
福
祉
生
活
を
あ
た
え
た
い
と
の
、
主

要
な
指
導
国
家
で
あ
り
ま
す
故
、
真
摯
な
沖
縄
人
の
訴
え
に
は
、
耳
を
傾
け
て
深
く
考
慮
し
て
頂
き
た
い
。

日
本
と
の
平
和
会
議
も
遠
か
ら
ず
開
催
さ
れ
る
と
信
じ
、
敢
え
て
こ
の
粗
末
な
書
面
を
呈
上
す
る
次
第
。
で
あ
り

ま
す
。
何
卒
御
配
慮
下
さ
れ
た
い
。

敬
具

漢
那
憲
和
、
伊
江
朝
助
、
東
恩
納
寛
惇
、
神
山
政
良
、
仲
吉
良
光
、
大
濱
信
泉
、
伊
礼
肇
、
高
嶺
明
達
、
嘉
手
川
重

利
、
船
越
義
英
、
亀
川
盛
要
、
大
田
政
作
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ετϥΠΩʹೖͬͨɻͦͯ̍ͯ͠͠شࢦੜΛڃੜɺԼڃ࿨͸ಉݑͨ
̑̌ਓͷதֶੜΛҾ͖࿈Εͯݝிʹෝ͖ɺ͜ͷߍ௕Λ೚໋ͨ͠ಸྑ
ɻͨͬߦΛ஄֍͢ΔԋઆΛࣄ஌ݪ

ॳΊͨɻͦͯ͠ݟ࿨Λݑ͸ࣄ஌ݪಋ౷੍ͿΓʹɺ஄֍͞Εͨಸྑࢦͳࣄݟ࿨ͷݑ
࿨͸ʮւݑ࿨Λট͍ͯਐ࿏Λฉ͍ͨɻݑʹࣷ׭ࣄ௕Λղ೚͠ɺͦͷཌ೔ʹ஌ߍۄࣇ
๬Ͱ͢ʂʯͱଈ౴ͨ͠ɻر΁ਐֶߍฌֶ܉

໌࣏̎̕	����
೥݄̍̌̏̍೔ɺಸྑݪ஌ࣄ͸͡Ίେ੎ͷڭ৬һ΍ڃ༑ͷݟૹΓΛ
ड͚ͯಹ೼ߓΛൃͬͨݑ࿨͸ɺ݄̍̍̓೔༦ࠁɺ޿ౡాߐݝౡͷฌֶߍਖ਼໳ͷલʹ
ཱͬͨɻ

࿨͸ԭೄ͔Βͷॳͷೖֶͱ͍͏͜ͱͰɺ͔ͳΓ஫໨͞Ε͍ͯͨɻࣗ෼ͷ੒੷͕ݑ
ѱ͚Ε͹ɺԭೄͷ໊ંΕͩɺͱ͍͏ҙ஍΋͋ͬͨͷͩΖ͏ɻফ౮ޙ΋ศॴʹ͸౮Γ
͕͍͍ͭͯΔͷͰɺͦ͜ʹڭՊॻΛ࣋ͪࠐΜͰษ͠ڧɺ੒੷͸ৗʹ̏൪Ҏ಺ʹೖͬ
͍ͯͨɻॊಓͰ΋େձʹ෼ୂ୅දͱͯ͠ग़৔͠ɺ༏উ·Ͱ͍ͯ͠Δɻ

໌࣏̏̎	����
೥ɺ̎̎ࡀͷݑ࿨͸ւ܉ฌֶߍΛଔͨ͠ۀɻ੒੷༏लʹΑΓɺఱ
ւͰॳΊͯΦʔετϥϦΞߤɺԕ༸ޙۀΛत͚ΒΕͨɻଔڸ؟ͷ૒ࣀตԼ͔ΒԸߖ
Λ๚໰͠ɺͦͷޙɺ؋܉ʰৗ൬ʱʰۚ߶ʱͳͲͷ৐Γ૊ΈΛ໋ͥΒΕͨɻ

ʢϝϧϚΨࡍࠃ೿೔ຊਓཆ੒࠲ߨʮP�����ত࿨ఱߖͱޚঌ؋؋௕ɾ׽ಹݑ࿨ʯ
����������������� ΑΓ ൈਮʣ

漢那憲和とは
ԭೄਘৗதֶ࣌୅ɺετϥΠΩΛࢦಋͯ͠ୀֶॲ෼Λड͚ͨɻ೔࿐ઓ
૪Ͱۚ᳌܄ষडষɻେਖ਼��೥८༡؋ʮ߳औʯ؋௕	େࠤ
ͱͯ͠ߖଠࢠ
఼Լ	ত࿨ఱߖ
ͷԤभ८༡ʹਵߦɻ�೥ޙগকʹঢਐɺ��೥༧උ໾ɻ
ত࿨�೥ୈ�ճऺӃબڍʹग़അɺߴ࠷ಘථͰ౰બɺҎޙ౰બ�ճɻ��೥
಺຿੓຿࣍׭ɻઓެޙ৬௥์͞Ε͕ͨɺԭೄͷ෮ؼӡಈʹਚྗɺ��೥
��݄ϚοΧʔαʔ࢘ྩ׭ʹ୰ئॻΛग़͢ͳͲ౦ژͰ׆༂ͨ͠ɻ

1921年（大正10年）3月3日から9月3日まで、御召
艦香取艦長として皇太子（のちの昭和天皇）の欧州
遊学に同行。同年12月、「扶桑」艦長に補せられる。

昭和21年 公職追放令により失職。1949年（昭
和24年） このころから嫌な咳をするようになり、
翌年には吐血するようになった。診察をうけた
ところ、肺癌と診断された。1950年（昭和25
年） 東京都にて死去。73歳。
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ٛ௝ઌੜઌੜ͸҆ཬ҆߃ɾࢳऱ҆߃ͷ྆ઌੜ͔Β௕Β͘ࢦಋΛड͚
ΒΕͨɻຢɺԭೄঘ෢ձʢ෢ಓڠձʣͷ୅දΛ຿ΊΔͳͲʮ౜खʯ
ಈʹਚྗͨ͠ɻ׆ٴී
೔ຊຊ౔Ͱ͸ւ܉ͷീ୅͕ୂ؋ԭೄʹࡍ͠ߓدʹɺબൈ͞Εͨਫฌ
͕ٛ௝ઌੜʹҰिؒࢦಋΛड͚͕ͨɺͦͷҖྗ͕͞ࢹݥةΕւ܉͸
ૹͬͨɻݟΛ༺࠾

����೥�݄ɺত࿨ఱߖͩ·͕ߖଠࢠͰ͋ΒΕͨͱ͖ɺ౉Ԥͷ్࣍ԭ
ೄʹཱدΒΕͨɻ͜ͷ࣌ɺٛ௝ઌੜ͸ԋ෢ͷऀشࢦͱͯ͠ɺൣࢣ΍
தֶͷੜెΛબൈ͠ɺटཬ৓ਖ਼఼ͷେؒ޿ʹԙ͍ͯʮ౜खʯԋ෢ͷ
ɻͨ͠ڙʹΛࣥΓΛ୆ཡشࢦ
૝Λड़΂ΒΕ͍ͯΔɻײ͏ݴԼ͸ʮ౜खͷྶົͳΔ͜ͱʯͱ఼ࢠଠߖ
����೥�݄ɺ౦ژʹԙ͍ͯจ෦লओ࠵ͷୈҰճݹ෢ಓମҭలཡձʹ
ԭೄֶݝ຿՝ͷཁ੥Ͱग़੮͠ԭೄൿज़ʮ౜खʯΛ঺հͨ͠ɻ೔ຊຊ
౔Ͱͷॳެ։Ͱ͋ͬͨɻ
ٛ௝ઌੜ͸ʮ౜खͷܕʯͷԋ෢ɺٴͼɺͦͷଞΛਤղͨ͠ᑍ෯ࡾ෯
Λ࡞੒ग़ల͠આ໌ͷ೚ʹ౰ͨͬͨɻలཡձऴྃޙɺٛ௝ઌੜ͸ߨಓ
ؗɾ๏૤քɾத౳ֶߍɾମҭڀݚձɾϙϓϥ۞ָ෦ɾͦͷଞ͔Βͷ
࠙๬Λฉ͖ೖΕͯɺ֤ॴͰʮ౜खʯͷߨԋ͋Δ͍͸࣮ԋΛͨͬߦɻ

ிʹ΋ࢹܯɺ֤େֶɾ͠ॅࡏʹژΔ͜ͱͳ͘౦͢ڷؼʹɺԭೄہ݁
Λਤͬͨɻٴশͷ΋ͱʹɺͦͷී໊͏ݴձʯͱڀݚಋʹෝ͖ʮ౜खࢦ
����೥ʹח૔ԁ֮؅܇ܛࣉ௕ͷࢦಋ΋͋ΓैདྷԭೄͰʮखʢͯʣʯ
ຢ͸ʮ౜खʢͱ͏Ͱʣʯͱݺ͹Ε͍ͯͨʮ౜खʢ͔Βͯʣʯͷจࣈ
Λʮۭखʯʹվ໊͠ɺ͔ͭʮۭखज़ʯΛʮۭखಓʯʹมͨ͠ߋɻ
ʮۭʯʹ͸ʮెखۭݓʹͯ͠਎ΛकΓఢΛ๷͙ʯ෢ಓͷ৺Λ৅௃͢
Δͱڞʹɺൠए৺ܦͷࢥ૝Λ΋ؚΉ΋ͷͰ͋Δɻ

͜ͷ࣌఺Ͱɺԭೄൿज़ʮ౜खज़ʯ͸ਫ਼ਆमཆͷಓʹ·Ͱߴ༲͞ΕͨͷͰ͋Δɻ
ٛ௝ઌੜ͸ۭखΛֶͿऀͷ৺ಘɺۭखಓमऀߦͷਓੜ܇ͱͯ͠ʮۭखಓೋे܇ʯΛ
͍ࣔͯ͠Δɻ

����೥ʹٛ௝ઌੜ͸ۭखಓΛ͢ڀݚΔਓୡͷ࿈བྷɾ༥࿨ɾີۓΛਂΊΔ͜ͱΛ໨త
ʹઃཱͨ͠ʮେ೔ຊۭखಓڀݚձʯΛʮେ೔ຊۭखಓদᔶ။ʯʹվশͨ͠ɻ
ʮদᔶʯ͸ٛ௝ઌੜͷխ߸Ͱ͋Δɻ

����೥೦ئͷۭखಓઐ໳ಓ৔ʮେ೔ຊۭखಓদᔶؗʯΛધӽ߽ٛઌੜ౳ओཁ໳ਓୡ
ͷྗڠΛಘͯɺ໨നɾ࢘ࡶϲ୩ʹ૑ͨ͠ݐɻ
ʮদᔶؗʯ͸େ೔ຊۭखಓদᔶ။ຊ෦ಓ৔ͱͯ͠ɺٕज़໘ͷத৺త໾ׂΛՌͨ͠ɺ
Λཱ֬ͨ͠ɻܥମݹܤɾ૊खͷ೔ৗܕຊɾجΘΕ͍ͯΔɺߦʹวతීࡏݱ
ຢɺେۃͷܕɺ૊खʮఱ೭ܕʯɺᑡͷܕʮদ෩ʯΛߟҊͨ͠ɻ

����೥੦͞ڈΕΔ·Ͱɺ೔ຊۭखಓদᔶ။ձ௕ͱͯ͠ʮۭखಓʯͷීൃٴలʹਚྗ
ͨ͠ɻ
ٛ௝ઌੜ͸໊࣮ͱ΋ʹʮۙ୅ۭखಓͷ෕ʯͱݴΘΕΔॴҎͰ͋Δɻ
ʢদᔶؗ)1ΑΓʣ

船越義珍とは

船越義珍先生 1950年頃の演武

ધӽ ٛ௝ʢ;ͳ͜͠ ͗ͪΜɺ����೥��݄��೔ʢ໌࣏ݩ೥��݄
��೔ʣ � ����೥�݄��೔ʣ͸ɺԭೄݝग़਎ͷۭखՈɻॳΊۭͯ
खʢ౰࣌͸౜खʣΛຊ౔ʹ঺հͨ͠ҰਓͰ͋Γɺদᔶؗྲྀͷ࣮ࣄ
্ͷ։૆ɻຊ౔Ͱͷۭखීٴʹޭ੷͕͋ͬͨɻʢ8JLJQFEJBΑΓʣ

1950年頃の演武
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౦Ըೲ͸ɺ޲৅ݡͷ೔ླྀಉ૆࿦͕੓্ࡦͷଧࢉ΍࣌୅΁ͷܴ߹͔Βग़ͨ΋
ͷͰ͸ͳ͘ɺ֬ͨݻΔ৴೦͔Βੜ·Εͨ΋ͷͰ͋ΔͱޠΔɻ͜ͷ৴೦͸޲
৅͕ݡউརऀͰ͋Δେ࿨Λ࠶ೝࣝ͢Δ͜ͱʹ༝དྷ͍ͯ͠Δ͕ɺ౰࣌ͷԭೄ
ͷ෮ڵͷ͋Γํ͕ɺউརऀͰ͋ΔΞϝϦΧΛ࠶ೝࣝ͠ɺͦΕʹܴ߹͢Δͩ
͚ͰऴΘͬͯ͸அͯ͡ͳΒͳ͍ɻզʑ͸ਅཧʹؼΔͷͰ͋ͬͯɺΞϝϦΧ
ΔͷͰ͸ͳ͍ͱૌ͍͑ͯΔɻؼʹ
͜ͷߨԋͷ࿦఺Λ໌֬ʹͨ͠΋ͷ͕౦ԸೲͷஶʰߍḼӋ஍࢓ஔʱ	ڵೆࣾ
����೥
Ͱ͋ͬͨɻ౦Ըೲ͸ɺ ͜ͷஶॻΛର೔ߨ࿨৚໿ͷൃޮʹΑΓɺ
ถ܉઎ྖͷ௕ظԽ͕ܾఆతͱͳͬͨঢ়گԼͰൃͨ͠ץɻ͜ͷஶॻͷংจʹ
͓͍ͯ౦Ըೲ͸ɺ

象賢は英雄でも豪傑でもない。一片の私心なき熱血良識の指導者
であったに過ぎない。執政十年昼夜精根を傾け尽して所信に邁進
し竟に負荷の大任を完遂した。今や終戦後七年、不幸にして一向
象賢の出づるなく、我等の郷国が解体のままに曝されてゐるのを
愧ち即ち彼れを地下に喚び起して警世の木鐸を叩かしめんとし、
仕置を通じてその精神に触れんとする所以である。

ͱ͍ڧௐࢠͰ͍ͯͬޠΔɻ
౦Ըೲ͸޲৅ݡͷʮӋ஍࢓ஔʯ	࢓ஔ͸ඞཁʹԠͯ͡㕩จͷࣜܗͰग़͞Εɺ
৔߹ʹΑͬͯ͸ᑍॻʹ֤ͯ͠໾ॴʹࣔ͞ܝΕͨ
Λߍ஫ղ୊͢Δ͜ͱʹ
Αͬͯɺถ܉઎ྖԼͷԭೄͷࢥ૝ঢ়گΛ࣭͢ҙຯΛ΋ͨͤͨɻ౦ԸೲʹΑ
Δղऍ͸ɺʮҰޒ۝ೋ೥౰࣌ͷԭೄΛऔΓ·ࣾ͘ձ৘੎ͷதͷʰൃݴʱʹ
ͳ͍ͬͯΔʯͱ͍ΘΕΔɻ͜ͷ౦Ըೲͷ໰୊ҙࣝ͸ɺ�����	ত࿨��
೥
��݄��೔ʹߦͳΘΕͨʮ޲৅ݡઌੜݦজձʯͰͷߨԋʮԭೄจԽ্࢙ʹ
ԙ͚Δ޲৅ݡઌੜͷҐஔʯʹ͓͍ͯ΋ɺ܁Γฦ͠ޠΒΕΔɻ౦Ըೲ͸ɺ

今日の時代は、七百年前の察度時代と同様、第三国の大きな勢力
によって、脅威誘惑されています。この脅威と誘惑とは、一層深
刻な混濁を吾々の思想界に及ぼすものでありましょう。

この混濁から免かれる為めに、吾々は第二の向象賢、第二の世鑑を必要とするもの
であります。而して、必要条件として、 まづ報本反始·万殊一本の道理を提示すべき
でありましょう。

౦Ըೲͷླྀ࢙ٿʹؔ͢Δࢹ఺ʹ͸ɺେ͖ͳಛ௃͕ͨͬ͋ͭࡾͱ͍͑ΔɻҰͭ͸ԭೄ࢙͕ࠃ
࢙ͷҰ෦Ͱ͋Δͱ͍͏ೝࣝΛ͋ͪଓ͚͍ͯΔ఺Ͱ͋Δɻ͜ͷೝࣝʹཱͬͯɺԭೄͷಛ௃Ͱ͋
Δத࢙ྲྀަࠃΛ௥͍ͯ͠ٻΔɻೋͭ͸೔྆ࢧଐͱ͍͏ࢥ૝Λଧഁ͠Α͏ͱͭͱΊ͍ͯΔ఺Ͱ
͋Δɻ͜ͷ೔྆ࢧଐͷࢥ૝Λ࿦ഁ͢Δ໨తͰࣥච͞Εͨͷ͕Ͱ ʰ֓આԭೄ࢙ʱͱʰԭೄব֎
࢙ʱͰ͋ͬͨɻ͜ΕΒͷஶॻ͸͍ͣΕ΋ઓޙɺԭೄݝͷফ໓ʹͱ΋ͳ͍ɺԭೄͷೝࣝΛਂΊ
ΔͨΊʹ֎຿লͰ։͞࠵ΕͨڀݚձͰͷߨԋΛݩʹͨ͠΋ͷͰ͋Δɻ͜ͷೋͭͷஶॻʹͮج
͍ͯஶॻʰླྀٿͷྺ࢙ʱ͕ࣥච͞Εͨɻʰ֓આԭೄ࢙ʱͱʰԭೄব֎࢙ʱͰ͸ɺླྀٿͱதࠃ
ͱͷؔ܎͸ɺླྀٿʹͱͬͯ͸͋͘·Ͱ΋্ࡁܦͷ໰୊Ͱ͔͠ͳ͔ͬͨ఺΍ɺ྆ଐͱ͍͏༻ޠ
͸ʰ҆ت೔هʱ͕ॳग़Ͱ͋ΓɺͦΕҎલʹ͸ͳ͔ͬͨͱ͍͏͜ͱΛࢦఠ͍ͯ͠Δɻͭࡾ͸ڷ
౔࢙ͷڀݚ͸ɺ୯ͳΔՊֶͰ͸ͳ͍͜ͱΛ͍ࣔͯ͠Δɻ౦Ըೲ͸ɺڷ౔ʹѪணΛ΋ͭ͜ͱͳ
͘ɺڷ౔࢙Λѻ͏͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ͱ͍͏ɻ౦Ըೲ͸ɺԭೄʹର͢Δܒ໤ͱ͍͏͜ͱͰɺ

沖繩の一切の文化が日本文化全体から見て重要な地位にある事を自覚させるより大
切な事はないと思はれます。吾々が生涯を賭して郷土文化の闡明に没頭してゐるの
もその為めに外なりませぬ。

ͱޠΔɻ౦Ըೲͷྺֶ࢙͸ڧ྽ͳڷ౔ҙࣝʹ͑ࢧΒΕ͍ͯͨɻ
ʢ࿦จʮ౦Ըೲ׮ಯͱԭೄֶ࢙ͷల։ʯฒদ৴ٱஶΑΓ ൈਮʣ

東恩納寛惇とは
౦Ըೲ׮ಯͻ͕͓͠Μͳ͔Μ͡ΎΜʢ����ʕ����ʣԭೄྺ࢙ऀڀݚɻ
໌࣏��೥��݄��೔ಹ೼ʹੜ·ΕΔɻୈߴޒ౳ֶߍΛͯܦ౦ژఇࠃେֶ
Ͱֶ࢙Λઐ߈ɻ౦ژ෎ཱߴ౳ֶߍʢ౎ཱେֶͷલ਎ʣɺ୓৩େֶͳͲͷ
һͱڀݚ֎ࡏ෎ͷژतΛྺ೚͢Δɻ����೥ʢত࿨�ʣ͔Β�೥ؒɺ౦ڭ
ͯ͠౦ೆΞδΞॾࠃɺதࠃΛྺ๚͠ɺΞϢλϠʢλΠʣͷ೔ຊਓொ੻ͷ
੷Λԭೄྺ࢙ͷۀɻ࣮ূओٛྺֶ࢙ͷཱ৔ʹͨͭ༏Εͨͨ͠ݙߩʹ۷ൃ
ͷւ֎ަ௨࢙ʱʢ����ʣɺʰೆظ
Ε͍Ί͍	Γɺʰᴈ໌͓ͯ͠࢒ʹڀݚ
ౡ෩౔ه	;Ͳ͖
ʱʢ����ʣ͸͍·ͳ͓੠Ձ͕͍ߴɻʰ࿡་ᔤٛ	Γ͘
Ώ͑Μ͗
ʱͷڀݚɺླྀٿ	ΓΎ͏͖Ύ͏
ͷਓ໊΍௨՟ʹؔ͢ΔڀݚͳͲ
ଟ࠼ͳ͕͋ࣄ࢓Γɺ·ͨਵචՈɺॻՈͱͯ͠΋஌ΒΕ͍ͯΔɻত࿨��೥
�݄��೔ڈࢮɻ

羽地 朝秀（はねじ ちょうしゅう、
万暦45年5月4日（1617年6月6日） -
康熙14年11月20日（1676年1月5
日））は、琉球國の政治家、歴史家。
1650年、琉球最初の正史、中山世鑑
を編纂する。また、1666年には摂政
(しっしー)の地位につき、数々の政
治改革を断行した。その時期の布達
は『羽地仕置』として残されている。
唐名、向象賢(しょう じょうけん)。
1666年、尚質王の摂政となり、数々
の改革を断行。薩摩藩による琉球侵
攻以来、疲弊していた国を立て直す
のに成功した。1673年に摂政の地位
を退き、1675年に死去した。のちに、
琉球の五偉人に数えられるほど評価
が高く、彼の葬儀には尚貞王も臨席
する国葬級の葬儀であったという。
墓所は那覇市首里平良町の羽地朝秀
の墓。（wikipedia）

こ
の
国(

沖
縄)

、
人
の
生
れ
初
め
は
、
日
本

よ
り
渡
ら
れ
し
儀
、
疑
い
御
座
な
く
候
、
然

れ
ば
末
世
の
今
に
天
地
、
山
川
、
五
形
、
五

倫
、
鳥
獣
、
草
木
の
名
に
至
る
迄
、
皆
通
達

せ
り
、
雖
然
言
葉
の
余
り
相
違
す
る
は
、

遠
国
の
上
、
久
し
く
通
融
絶
え
た
る
が
故
な

り
。
五
穀
も
人
同
時
、
日
本
よ
り
渡
り
た
る

も
の
な
り
。

(

向
象
賢·

羽
地
朝
秀
、
三
百
年
前
の
沖
縄
の
政
治
家)

஥٢ྑޫ͕ஶॻͷཪදࢴʹҾ༻
ͨ͠Ӌ஍࢓ஔ͔ΒͷҾ༻จɻ
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໰ҕһ௕ɺࡾ࿨૬ߦۜޓ಄औͳͲΛྺ
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ઓޙɺ঎޻ল૯຿ہ௕ɺ̗ڃઓ൜Ͱެ
৬௥์ɻ̍̐̓̕೥ɺ๺೔ຊ੡ࣜגػ
ձࣾࣾ௕ɺҰޒ۝Ұ೥ɺࡾHึ༉෮ެڵ
ஂ૯ࡋʹब೚ɻ෮ؼલͷԭೄͱ੓෎ͷ
ύΠϓ໾ΛՌͨ͢ɻ

େᖛ৴ઘʢ͓͓͸·ͷͿ΋ͱʣɺ
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ຊͷ๏ֶऀʢઐ໳͸঎๏ʣɾڭҭऀɻ
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௕ͷ࣮຿ΛऔΓ࢓੾ΔதͰԭೄ෮ؼ
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ͯʮ֩ൈ͖ຊ౔ฒΈʯͷຊ౔ฦؐΛ
ΓΛ୲ͬͨɻ࡞ܠΔഎͤ͞ݱ࣮

େా੓࡞ʢ͓͓͍ͨͤ͘͞ʣ����೥
ʢ໌࣏��೥ʣ�݄��೔�����ʢฏ੒��
೥ʣ೥�݄��೔͸ɺ೔ຊͷ׭྅ɺླྀٿ੓
෎ͷ੓࣏Ոɻٿླྀݩ੓෎ߦ੓ओ੮����
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࿨��೥ʣ��݄�೔ɻԭೄࠃݝ಄ࠃ܊಄
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େֶ๏ֶ෦Λଔۀɻେֶֶࡏதʹߴ౳จ
൑ॴ΍ಹ೼ࡋɺ௕࡚஍ํ֨͠߹ʹݧࢼ׭
஍ํࡋ൑ॴͷ൑ࣄɺ୆๺஍ํ๏Ӄہࣄݕ
ͷࣄݕΛྺ೚ɻᖋބிி௕ͰऴઓΛܴ͑
Δɻઓޙ͸۽ຊͰห࢜ޢΛ͍͕ͯͨ͠ɺ
����೥ʹ౰ؒॏ߶ओ੮ʹ੥ΘΕͯԭೄ
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マッカーサーへの陳情書に記名した仲吉良光の同郷出身の同志②

高嶺明達 伊礼肇 大田政作 大濱信泉
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ᴷᴷᴷ ͷྺ࢙తͳॺ໊ӡಈ͕͍͟͝·ͨ͠Ͷɻ͚ͯ޲ʹ࿨ձٞߨ

吉田 ͸͍ɻ͋Ε͸Ͱ͢Ͷɺ஥٢͞Μ͕ɺԭೄʹಇ͖͔͚ͨΜͰ͢ɻͦͷ౰࣌·Ͱ͸ɺ·
ͩ౦ژͱ͔ɺେࡕɺ۝भ͚ͩͷӡಈͰ͍͟͝·ͨ͠ͷͰɺԭೄʹ·Ͱ֦େ͠Α͏ͱ͍͏͜
ͱͰɺ஥٢͞Μ͕खࢴΛॻ͔Ε·ͯ͠ɺͦͷͱ͖ͷԭೄ܈ౡ஌ࣄͷฏྑୢ༤͞Μͱ͍͏ํ
ʹ࿈བྷͳͬͨ͞ΜͰ͢ɻͦΕ͕ඇৗʹେ͖ͳӡಈͱͳΓ·ͯ͠ͶɺೋेೋສਓʹٴͿॺ໊
͕ू·ͬͨΜͰ͢ɻ౰࣌ͷঢ়گͱͯ͠͸ɺ΋͏ɺըظతͳ͜ͱͰ͢ͶɻΘͨ͘͠͸౰࣌ɺ
֎຿লʹ͓Γ·ͯ͠Ͷɺ͜ΕΛऔΓ͙࣍೚຿ʹ͋ͬͨΜͰ͢ɻ٢ా૯ཧʹɺΞϝϦΧ΁౉
Δೋ೔લʹͦΕΛ͓ͨͤ͠ݟΜͰ͕͢ɺͣͬͱ͏ͳ͍͓ͣͯΒΕ·ͨ͠ɻͰɺΘͨ͘͠͸ɺ
͜Ε͸ޮ͖໨͕͋ͬͨͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ

ᴷᴷᴷͦͷ΄͔ɺۃ౦ҕһձ΁ͷΞϐʔϧ΋ͳ͍͞·ͨ͠Ͷɻ

吉田 ͸͍ɻ͜Ε͸ɺର೔ߨ࿨৚໿ถࠃୈࡾ৚ʹɺԭೄ͸೔ຊ͔ΒҾ͖཭ͯ͠ࠃ࿈ͷ৴ୗ౷
࣏ʹஔ͘ͱ͋ͬͨ΋ͷͰ͔͢Βɺ͍ͯڻɺ͜Ε͸Ͳ͏ͯ͠΋્͠ࢭͳ͚Ε͹ͱ͍͏͜ͱͰ
ϚοΧʔαͷ઎ྖ੓ࡦΛ͍ͯ͠ࢹ؂Δۃ౦ҕһձͷेޒਓͷҕһʹɺԭೄ͸೔ຊݻ༗ͷྖ
౔Ͱ͋ΓɺٞձͰ΋෮ܾٞؼΛ͍ͯ͠Δ͔ΒɺͥͻถࠃҊͷୈࡾ৚͸࡟আ͞Ε͍ͨɺͱ͍
͏௠৘ᏱΛૹͬͨΜͰ͢ɻͦͷลɺ஥٢͞Μ͸ɺΞϝϦΧʹ΋௕͓͘ΒΕͨ͠ɺҰྲྀͷ৽
ฉऀهͱͯ͠ͷੜ׆΋௕͍΋Μ͔ͩΒɺࡍࠃతͳ֮ײ͸ඇৗʹӶහͳ΋ͷ͕͋Γ·͢ɻ

ᴷᴷᴷ͜ͷΞϐʔϧʹ͸ɺͲΜͳ൓͕͋ڹΓ·͔ͨ͠ɻ

吉田 ͸͍ɻΠϯυ͕ඇৗʹڞ໐ͯ͠ɺԭೄ͸෢ྗ৵ུʹΑͬͯ೔ຊ͕ྖ༗ͨ͠஍ҬͰ͸
ͳ͍͔Βɺ೔ຊͷओݖΛճ෮͢΂͖ͩͱ͍͏ࡾ৚मਖ਼ܾٞҊΛఏग़͠ɺ݁ہΞϝϦΧ͕ड
͚ೖΕͳ͔ͬͨͷͰɺΠϯυ͸αϯϑϥϯγείߨ࿨ձٞ΁ͷग़੮Λڋ൱ͨ͠ΜͰ͢ɻ

ᴷᴷᴷ஥٢͞Μɺ௕೥ԭೄͷ෮ؼӡಈΛ΍ͬͯདྷΒΕ·ͯ͠ɺͦͷؒɺ΍ͬͺΓɺౡຽͷ
օ͞Μͷ൓ڹͱ͍͏΋ͷɺྗڠͷ͔ͨ͠ɺ͍ͣ෼ม͖ͬͯͨͱ͓͡ײʹͳΓ·ͤΜ͔ɻ

仲吉 ͍΍͋ɺେମɺಉ͡Ͱ͢ɻ

ᴷᴷᴷͦ͏Ͱ͔͢ɻͱ͜ΖͰɺฦؐڠఆΛ͝ཡʹͳͬͯͲ͏͓͍ࢥͰ͔ͨ͠ɻ

仲吉 ஍͕੔ཧॖখ͞Εͳ͍ͱ͍͏఺ʹ͓͍ͯɺࣦجʹఆʹ͓͍ͯͶɺ͋·Γڠɺฦؐۙ࠷
๬͸͋ΔͰ͢

ᴷᴷᴷͳΔ΄Ͳɻ

仲吉 ͦΕ͸ɺΘΕΘΕ͸͏Ε͍͠Ͱ͢ɻͰ΋ɺখ͍͞ౡͰ͠ΐ͏ɻͦ͏͍͏ౡʹͶɺຊ
౔Ҏ্ͷج஍͕͋Δͷ͸ͶɺԿͱ͍ͬͯ΋ɻߞ஍΋೶஍΋͋·Γͳ͍ͱ͜ΖͰ͔͢ΒͶɻ
͔͠͠ɺ͜Ε͸·͋ɺஈ֊తʹॖখͯ͠Ώ͘Α͏ʹ͢Δͱͯ͠ɺ·ͬઌʹɺ೔ຊͷࢪ੓Λɺ

2019/4/21
��� 21

ԭೄʹཱ֬ͤ͞Δ͜ͱ͕ୈҰ൪Ͱ͢Αɻ

ᴷᴷᴷͦ͏Ͱ͢ͶɻͰ͸٢ా͞Μɺ͜Μͳʹૣ͔͘Β஥٢͞Μ͕෮ؼӡಈΛൃ׆ʹ͓ਐΊ
ʹͳͬͨͱ͍͏͜ͱʹ͍ͭͯɺͲ͏͓ड͚ͱΓʹͳ͍ͬͯ·͔͢ɻ
吉田 ෮ؼӡಈ͕·ͩيಓʹ৐Βͳ͍ͱ͖ʹɺ·ͩͩΕ΋͔ͮؾͳ͍ͱ͖ʹͳͬͨ͞ͱ͍
͏ҙٛ͸େ͖͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ͸͡Ί͸΍ͬͺΓɺͦ͏͍͏෮ؼӡಈͳͲ͢Ε͹ɺͦΕͦ͜
͜͏ΫϏ͕ͱͿͱ͍͏Α͏ͳ֮ײͰ͔ͨ͠Βɺد෇ۚͳΜ͔ूΊ·͢ͱͶɺ໊લ͸ग़͞Μ
Ͱ͘Εɺͱ͍͏ਓ͕νϣΠνϣΠ͓Γ·ͨ͠ɻͦΕͰ΋ɺͦͷ͙Β͍ͷਓ͕͍ͪ͹Μ೤৺
ͳਓୡͰͨ͠ɻ

吉田 Ͱ͔͢Βɺίϩϯϒεͷཛͱಉ͡Ͱ͢ɻ

ᴷᴷᴷ஥٢͞Μ͸ɺ͍·͓͍ͭ͘Ͱ͔͢ɻ

仲吉 ീे࢛ࡀͰ͢ɻ
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沖
縄
な
ど
南
西
諸
島
を
日
本
領
土
内
に
保
留
方
懇
願

一
九
五
一
年
八
月
二
日

人
種
的
に
も
、
歴
史
的
に
も
古
来
日
本
領
土
の
一
部
で
あ
る
南
西
諸
島
問
題
に
関
し
て
は
、
連
合
国
は
日
本

国
民
の
希
望
を
尊
重
さ
れ
て
、
御
決
議
下
さ
る
よ
う
御
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
衆
議
院
は
、
沖
縄·
奄
美
大
島·

小
笠
原
な
ど
固
有
の
領
土
は
、
日
本
主
権
内
に
保
留
希
望
案
を
可
決
し

て
居
り
ま
す
。
ま
た
本
年
11
月
、
来
日
の
米
合
衆
国
大
統
領
特
使
ジ
ョ
ン·

フ
ォ
ス
タ
ー·

ダ
レ
ス
氏
に
対
し
、

日
本
政
府
及
び
各
政
党
代
表
は
、
右
の
諸
島
を
日
本
領
土
内
に
残
す
よ
う
懇
願
し
て
居
り
ま
す
。

な
お
、
沖
縄
議
会
も
本
年
三
月
十
九
日
、
絶
対
多
数
で
沖
縄
の
日
本
復
帰
希
望
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
米
国

案
の
平
和
条
約
で
、
日
本
は
以
上
の
諸
島
を
米
国
を
施
政
権
者
と
す
る
国
連
の
信
託
統
治
下
に
置
く

案
を
受
諾
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

か
く
の
如
く
し
て
、
こ
れ
ら
諸
島
は
日
本
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
、
沖
縄
住
民
を
含
む
全
日

本
国
民
の
希
望
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
最
大
の
恨
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
条
約
案
が
修
正
さ
れ
ず
に
、
発
効
し
ま
す
れ
ば
、
沖
縄
住
民
は
日
本
人
た
る
誇
り
を
失
い
、
終
戦
前

ま
で
保
持
し
て
い
た
日
本
国
政
参
加
権
、
そ
の
他
本
土
同
胞
と
平
等
に
享
有
し
て
い
た
全
て
の
権
利
も
喪
失

し
、
無
味
乾
燥
、
生
気
の
な
い
生
活
を
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
道
上
耐
え
難
い
も
の
で
あ
り
、
人
類
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
人
権
及
び
基
本
的
自
由
、
人
民
自
決
の
原

則
を
尊
重
す
る
と
宣
言
さ
れ
た
連
合
国
精
神
と
も
背
馳
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

沖
縄
住
民
は
、
米
軍
の
駐
留
を
反
対
し
て
居
ら
ず
、
米
軍
の
日
本
本
土
駐
留
と
同
一
措
置
を
希
望
し
て

米
国
が
同
一
措
置
を
と
ら
ず
、
専
ら
軍
事
目
的
の
み
で
沖
縄
を
本
土
か
ら
引
き
離
さ
ん
と
す
る
意
図
は
、
全

然
諒
解
し
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

連
合
国
は
ま
た
、
第
二
次
世
界
戦
争
中
、
領
土
拡
張
の
意
志
な
し
、
関
係
国
民
の
自
由
に
表
明
せ
る
希
望
と

一
致
せ
ざ
る
領
土
変
更
の
行
わ
る
る
を
欲
っ
せ
ず
と
宣
言
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

わ
れ
ら
は
連
合
国
に
、
右
の
精
神
で
沖
縄
な
ど
固
有
の
日
本
諸
島
が
、
日
本
版
図
内
に
残
る
よ
う
平
和
条
約

の
米
国
案
を
ぜ
ひ
修
正
さ
れ
て
戴
き
た
い
と
懇
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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極
東
委
員
会
委
員
、
十
五
カ
国
の
代
表
に
提
出
し
た
陳
情
文

Πϯυ୅ද͚ͩ͸ɺΘΕΒͷӈ௠৘Λडཱ͚ͯͪɺຊࠃ
੓෎Λଅ͠ɺถ੓෎ʹ࣍ͷ೗͘ఏٞͤ͞Δʹͨͬࢸɻ

ʮ೔ຊຊ౔ࠃຽͱڞ௨ͷྺ࢙తഎܠΛ࣋ͭਓຽ͕ॅΈɺ෢
ྗ৵ུʹΑͬͯ೔ຊʹྖ༗͞Ε͍ͯͳ͍஍Ҭʹ͸೔ຊͷશ
ओݖΛճ෮ͤ͠ΉΔ৚໿ͨΔ΂͖Ͱ͋Δɻʯ

ͱͯ͠ɺ৚໿मਖ਼Λओுͨ͠ɻ

ถ͕͜ࠃΕΛ༰Εͳ͍ͷͰɺΠϯυ͸αϯϑϥϯγείฏ
࿨ձٞ΁ͷग़੮ΛڋΈɺϏϧϚ΋·ͨΠϯυಉ༷ɺग़੮Λ
͜ͱΘͬͨɻ͜Εʹ͍ͭͯɺถࠃ຿লݩΞδΞہ௕δϣη
ϑuόϨϯλΠϯࢯ͸ɺҰࡾޒ۝೥ࣣ݄ͷϑΥʔϨϯuΞ
ϭϟʔࢽʮླྀٿͷকདྷʯͱ୊͢Δ࿦จͰɺΠϯυ੓෎͕ฏ
࿨৚໿ॺ໊ΛڋΜͩͷ͸ɺ৚໿ʹԭೄฦؐͷ৚໿͕ͳ͍͔
Βͱஅ͍ͯ͡Δ�
ʢ஥٢ྑޫஶʮ௠৘ଓ͚ͯೋे༨೥ʯ1��ʣ

(写真：沖縄の信託統治に反対しダレス特使などに送った、即時復帰の嘆願署名)
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吉田嗣嗣が明かした、信託統治反対運動の舞台裏
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ジ
ョ
ン·

フ
ォ
ス
タ
ー·

ダ
レ
ス
閣
下(

一
九
五
一
年
七
月
十
四
日)

閣
下
の
御
熱
意
で
案
出
さ
れ
た
対
日
平
和
条
約
案
が
公
表
さ
れ
、
歴
史
上
前
例
の
な
い
寛
大
さ
に
日
本
国
民
は

心
か
ら
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
沖
縄
な
ど
固
有
の
日
本
領
土
は
、
日
本
領
土
内
に
残
さ
る
べ
き
を
希
望
し
た
日
本
国
民
の
期
待
が

外
れ
、
日
本
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
、
信
託
統
治
領
と
な
る
条
約
案
に
、
全
日
本
国
民
は
い
た
く
失
望
し
て
居
り

ま
す
。
こ
の
国
民
感
情
を
端
的
率
直
に
、
東
京
の
或
る
有
力
新
聞
は
表
現
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
同
紙
は
、
ま

づ
日
本
本
土
か
ら
離
さ
れ
る
沖
縄
の
運
命
を
悼
み
、
平
和
条
約
案
中
の
領
土
問
題
が
修
正
さ
れ
な
い
限
り
、
日

本
国
民
の
悲
嘆
は
消
え
ま
い…

…

と
。

九
十
万
沖
縄
住
民
も
、
底
知
れ
ぬ
深
淵
に
突
き
落
さ
れ
た
如
き
絶
望
状
態
に
あ
り
、
日
本
国
民
た
る
誇
り
を
奪

わ
れ
て
も
、
本
当
に
生
き
甲
斐
あ
る
か
を
疑
っ
て
居
り
ま
す
。
過
去
数
百
年
間
、
沖
縄
住
民
は
、
本
土
と
の
往

来
も
自
由
だ
っ
た
し
、
日
本
国
政
参
加
権
も
保
持
し
日
本
防
衛
力
維
持
に
も
本
土
同
胞
と
協
力
し
て
来
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
平
和
条
約
で
、
日
本
国
民
と
し
て
享
有
し
て
い
た
当
然
の
権
利
も
剝
奪
さ
れ
、
本
土

よ
り
、
遠
い
遠
い
島
内
に
監
禁
さ
れ
て
、
政
治
そ
の
他
の
活
動
範
囲
も
狭
ば
め
ら
れ
、
人
間
と
し
て
の
向
上
心

も
抑
圧
さ
れ
ま
す
。
人
類
最
大
な
不
幸
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
本
土
に
対
す
る
閣
下
の
御
好
意
、
寛
大
さ
に
、

我
等
も
感
激
し
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
ら
の
希
望
す
る
如
き
沖
縄
へ
の
御
同
情
が
無
い
の
を
残
念
に
思
っ
て
居
り

ま
す
。

閣
下
、
今
日
ま
で
屡
々
陳
情
申
し
上
げ
た
如
く
、
わ
れ
ら
は
、
沖
縄
に
米
軍
の
駐
留
を
反
対
し
ま
せ
ん
し
、
沖

縄
を
日
本
施
政
権
内
に
残
す
も
、
敢
え
て
米
国
に
不
利
を
来
た
す
こ
と
は
、
万
々
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
に

も
拘
ら
ず
、
米
国
は
強
権
で
、
沖
縄
を
日
本
か
ら
引
き
離
さ
る
る
御
方
針
で
あ
る
が
、
失
礼
な
が
ら
、
米
国
の

真
の
意
図
を
わ
れ
ら
は
全
然
理
解
し
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
閣
下
に
、
大
西
洋
憲
章
の
次
の
宣
言
に
心
を
留
め
て
頂
き
た
い
と
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
関
係
国
民
の
自
由
に
表
明
せ
る
希
望
と
一
致
せ
ざ
る
領
土
変
更
の
行
わ
る
る
を
欲
っ
せ
ず
」...

。

右
宣
言
の
精
神
に
添
い
、
沖
縄
の
位
置
を
か
え
ず
、
日
本
領
土
内
に
残
し
置
く
よ
う
に
条
約
案
を
ぜ
ひ
訂
正
さ

れ
る
よ
う
、
わ
れ
ら
は
閣
下
に
切
望
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
如
き
措
置
こ
そ
、
真
に
神
意
に

添
う
も
の
で
、
土
問
題
の
御
再
考
を
祈
る
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
ら
は
閣
下
に
キ
リ
ス
ト
教
的
人
類
愛
で
、
領

土
問
題
の
ご
再
考
を
祈
る
の
み
で
す
。

敬
具

伊
江
朝
助
・
東
恩
納
寛
惇
・
大
浜
信
泉·

神
山
政
良
・
伊
礼
肇
・
翁
長
良
保
・
瀬
長
良
直
・
高
嶺
明
達·

高
良
憲

福
・
上
里
朝
秀
・
島
袋
盛
敏
・
新
垣
恒
政
・
森
田
孟
睦·

嘉
手
川
重
利
・
船
越
義
・·
仲
吉
良
光

ダレス全権への平和条約案の領土問題修正方懇願
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沖縄人連盟が本日大会を催されることに対して日本の共産主義者たるわれわ
れは心からお祝い申し上げます。数世紀にわたり日本の封建的支配のもとに
隷属させられ、明治以後は日本の天皇制国主義の搾取と圧迫とに苦しめられ
た沖縄人諸君が、今回民主主義革命の世界的発展の中についに多年の願望た
る独立と自由を獲得する道につかれたことは、諸君にとっては大きい喜びを
感じておられることでしょう。これまで日本の天皇主義者は国内では天皇と
国民が家族的に血のつながりを持ち、国外では朝鮮人が日本と同じ系統であ
りアジア民族が日本民族と同じアジア人であると主張し、日本の天皇がアジ
アの指導者であることを僭称してきました。沖縄人諸君に対しても、彼らは
同一民族であることを諸君におしつけました。諸君はこの奸計の帝国主義的
本質をもはや見きわめられたと思います。

たとえ古代において沖縄人が日本人と同一の祖先からわかれたとしても近世
以後の歴史において日本は明かに沖縄を支配して来たのであります。すなわ
ち沖縄人は少数民族として抑圧されて来た民族であります。諸君の解放は世
界革命の成功によってのみ真に保護されるのであります。

現に日本には多数の沖縄人諸君が本国との交通を断たれ、戦時中微用された
人々は職をうしない、多数の学童やよるべなく南方から帰還された人々は収
容所でみじめな取扱いを受けています。諸君とわれわれとは力をあわせて日
本政府の怠慢といぜんたる支配者的態度とを糾弾し、至急その救済を実行さ
せるため努力しなければなりません。

さらにわれわれ日本人は諸君とともに日本の帝国主義的天皇制がふたたびア
ジアの諸民族を支配する野望をいだいていることを寸時も忘れることなく民
主主義革命の徹底化に邁進することを誓うものであります。ここに日本共産
党第５回大会は、満場一致をもって貴連盟大会へメッセージを送りいたしま
す。

（「アカハタ」1946.3.6－中野好夫編「戦後資料沖縄」より）
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(1946.2.24)
沖縄人連盟（おきなわじんれんめい）は、戦後まもなく結成された沖縄県
出身者による団体。1945年（昭和20年）日本の敗戦後、海外から多くの
日本人の引揚が始まり、沖縄県出身者も戻って来た。しかし当時の沖縄県
はアメリカ軍によって、海外は無論の事、本土からも向かう事が禁止され
ていたため、引揚者は全て本土へと上陸した。またその数は、徴用や疎開
で本土へ来ていた人々を含めると、50万人にも及んでいた。それらが敗
戦のため職を無くし、金銭的困窮で食料難などに直面して、難民の様な状
態に陥っていた。
発案者松本三益は、敗戦後直ぐ比嘉春潮や大濱信泉などに呼びかけ協力を
得て、連盟発足の準備を進めた。1945年（昭和20年）12月9日、伊波普
猷、大濱信泉、比屋根安定、比嘉春潮、永丘智太郎らが発起人代表となっ
て結成され、翌年1946年（昭和21年）2月24日には結成大会が開かれ、
会長に伊波普猷が選出された。その後連盟は、GHQや日本政府に対し、
沖縄県出身者の救済を要望する交渉を次々と行った。
連盟の事業として、沖縄県出身者の生活援護、沖縄県への救援物資送付、
帰郷を希望する沖縄県出身者の援護などを行った。
しかし利権争いが元で内部対立が起き、初代会長伊波普猷が辞任した。ま
た帰郷活動の進展などもあって、次第に停滞を余儀なくされていく。
1949年（昭和24年）に「沖縄連盟」に改称、1951年（昭和26年）8月
24日解散した。沖縄人連盟は、本土における沖縄県出身者の団体として
は、唯一の全国組織であった。
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マッカーサー元帥に請願書を提出したいから、その代表者になって
欲しいとの相談を受けたことがある。一読すると、明治維新以来日
本政府が沖縄をどのように虐待して来たか、その罪状を列記した告
発書であった。植民地から解放されたばかりの朝鮮、台湾などの第
三国人の場合はともかく、日本を祖国とする沖縄県人が、占領軍当
局に対して祖国を告発することによって何が期待できるだろうか。
そんな不見識な請願は思いとどまるべきだとむろん断ったが、平素
尊敬していた大先輩（伊波普猷）が代表を引き受けられたと伝え聞
いている。

「私の沖縄戦後歴史（大濱信泉）P20」
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講和条約発効後の仲吉の主な陳情活動
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那覇市識名にある仲吉家の墓
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